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名取市 中学校部活動

令和７年５月に、スポーツ庁と文化庁は、将来に
わたる生徒のスポーツ・文化芸術活動の機会の確
保・充実等を図るため、部活動改革及び地域クラブ
活動の推進等に関して、ガイドラインを策定し、令
和８年度から令和１３年度までを「改革実行期間」
とし、前半の令和１０年度までに、休日の地域展開
等に確実に着手することとしました。

国の取り組み

令和７年３月に、「学校部活動と地域クラブ等の
ガイドライン第２版」を策定し、
令和１０年度中には、県内すべての公立中学校で休
日の部活動を行わないことを目標とするとともに、
平日の学校部活動は休日の地域展開の定着などを踏
まえ、準備ができた市町村から実施することとして
います。

これまで学校が主体となっていた部活動を、地域のスポーツや文化芸術団体が行う活動に展開
していくことで、子どもたちが将来にわたって活動を継続できる環境を確保・充実させることを
目的とした取り組みです。

名取市では国や県の方針に合わせ

令和１０年度中には休日の部活動は地域クラブなどで活動することを
目指します

県の取り組み

令和７年２月～ 「名取市部活動地域移行協議会」の設置
※ 協議会委員13人で構成（学校教育関係者、スポーツ団体関係者、文化芸術団体
関係者、ＰＴＡ）

令和７年５月～ 地域クラブの募集・試行
※「ますだ総合スポーツクラブ NATORI SC U15」 サッカー競技で試行。

令和７年１１月 「名取市部活動の地域展開に関するガイドライン」の策定

令和７年１２月 学校部活動における休日の地域展開についてのアンケート調査を実施

※ 市内の小学校・義務教育学校に通学する小学5～6年生1,676名とその保護者約
1,600名、中学校教諭172名を対象に実施。

学校等での部活動 多様な団体への参加
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Ｑ．休日の学校部活動が学校ではなく、今後、地域クラブ活動として行われ
る場合、参加したい（お子さんに参加してほしい）と思いますか？
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令和７年１２月に、今後の市における部活動地域展開に向けた検討の参考とするため、小学校５～６年生と
その保護者、教職員を対象に、地域展開に対する考えについてアンケートを実施しました。
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Ｑ．休日の地域クラブ活動はどのような人に教えてもらいたいですか？

Ｑ．学校部活動の地域展開について
最も近い考えは？
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アンケート調査
結果は、市ＨＰ
へも掲載してお
ります。↓↓

アンケート結果を受け、名取市では以下の取り組みを行っていきます。

○「地域展開」や「市の将来像」についての周知
○受け皿となりえる地域クラブ団体の把握及び情報発信
○地域クラブの試行団体の拡大
○学校との連携体制の整理
○教職員の兼職兼業や、学校での外部指導者についての具体策の検討

１ 地域展開に関するリーフレットを作成し名取市のスケジュール等
の周知を図っていきます。

２ 引き続きサッカー競技における試行を実施するとともに、他の競
技種目においても募集を行い、受け皿の確保に努めていきます。

３ 休日の部活動の地域展開を推進するため、文化芸術に関する講座
やスポーツ教室の開催など、活動機会の場の提供に努めます。

令和８年度の具体的な取り組みとして・・

現在、名取市では地域クラブの試行の実施に向けて、他の競技種目や文化芸術分野で受け皿となる団
体の募集を開始するため準備を進めています。今後も、中学校部活動の地域展開に関して、国や県の動
向や市の取組状況をお知らせしていきます。


